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における視覚的想像力という意味合いにおいて全く符合するものである。 
 また一貫して塊その物の量塊性としてでは無く空間その物を作品として問いかけるスタイルを貫いて
きた。それは現代彫刻が避けて通る事のできない現代美術のコンテクストと表裏一体となっている。高
度情報社会の今日にあって彫刻という概念は、単に物質という素材によって裏付けられる狭義な世界で
は無く、物質のみならず、映像や様々な視覚表象によって軽々と人の想像力を支配しうる。高木はこの
観点から、彫刻の概念から離れることによって彫刻を乗り超えるのでは無く、自ら彫刻という概念に留
まりながら、その領野の拡張に意味を向け、それを博士論文として“非物質としての彫刻”という新た
な彫刻論として築きあげた。 
 博士修了作品でも空気を入れることによって自立するが、空気を抜いてしまえばただの皮膜に帰って
しまうことをその性格とする重力に抗う作品である。論文を通じて書かれたことと一貫して追求してき
た彫刻概念の拡張という彫刻論の優れた実現となっている。高木の博士論文と作品は、副査の審査結果
にあるように総合的に判断して申請は優秀であり合格とする。 
 
